
 

 

 

「東条川疏水アートプロジェクトコーナー」のリニューアルオープン 

   

１ 開催趣旨 

  東条川疏水ネットワーク博物館は、東条川疏水※１が育む地域全体を博物館に見立て、疏水

の歴史や果たしている役割を次世代に継承していくことを目指しており、この活動に賛同す

る団体が疏水をテーマに様々な活動を行っています。 

  この活動の一環として、神戸芸術工科大学では地域の親子が楽しみながら東条川疏水を知

る機会としてのアートプロジェクトに取り組んできました。東条湖おもちゃ王国内には、ア

ートプロジェクトで制作した作品を展示していますが、新たに令和４年度の「FLAG100 イベ

ント」※２で地域の子どもたちが制作したフラッグを展示し、リニューアルオープンします。 

このリニューアルオープンを記念し、地元の米田こども園の園児が参加するセレモニーを

開催します。 

 

２ 開催日時 

 令和５年７月４日（火） 午前１０時３０分～１１時００分 

 

３ 開催場所 

 東条湖おもちゃ王国内 東条川疏水アートプロジェクトコーナー 

 

４ 主催 

  東条川疏水ネットワーク博物館会議（事務局：加古川流域土地改良事務所） 

 

５ 内容 

(1) 主催者あいさつ（兵庫県東播土地改良区 小池理事長） 

(2) 東条川疏水アートプロジェクト説明 

(3) 招待園児によるフラッグ飾り付け、くす玉割り 

 

 

   

記者発表（発表・資料配布） 

月/日 

(曜日) 
担当部署名 電話番号 

発表者名 

（担当名） 

その他 

配布先 

6 月 21 日 

(水) 

北播磨県民局 
加古川流域土地改良事務所 

(東条川疏水ﾈｯﾄﾜｰｸ 

  博物館会議事務局) 

(0794)82-9843 

加古川流域土地改良事務所長 

松岡 浩司 

(農村計画第２課長 岸元正明) 

－ 

※１ 東条川疏水とは 
 戦後の食糧増産のため築造された鴨川ダムと昭和９年築造の昭和池を水源とし、加東市から小野市、三木
市にわたる約３千 ha の農地に張り巡らされた広大な水路網。これらの施設は、先人たちの知恵と工夫があふ
れる地域遺産であり、酒米山田錦の生産に欠かせない施設であるとともに、市民の飲み水も供給している。 



 

 

〔参考〕これまでの東条川疏水アートプロジェクトの取組み 

     平成 26 年度より、東条川疏水の「見える化」と「多様な人々の参加」を主眼とした東

条川疏水アートプロジェクトを展開。 

    「見える化」…東条川疏水の認知度を高め、その機能や意義を地域の人々に伝える 

    「多様な人々の参加」…東条川疏水ネットワーク博物館の活動に、年齢・性別・地域を超

えた多様な人々の参加 

 

    (H26～H27)「鯉の里帰りツアー」 

      …約２ｍの鯉の造形作品とともに、東条川疏水の各施設を巡り、「成長した鯉の生ま

れ故郷の水源への里帰り」を表現 

 

    (H28～)「アートワークショップ」 

      …疏水にまつわる話しをしつつ、多彩な色を使用した魚の塗り絵などを、子どもたち

とワークショップ形式で制作 

 

    (H30～)「東条川疏水のスケッチツアー」 

      …地域の小学生が、大学生の指導のもと主要な東条川疏水施設の現地でスケッチを行

い、出来上がった作品を展示 

 

    (R1～)「レリーフ壁画」の制作展示 

      …延べ１３０名の会員や児童により、東条川疏水の風景が立体的な壁画と児童が描く

大きな魚を重ね、東条湖おもちゃ王国内に展示 

 

    (R2～)「疏水学習教材動画」の制作 

      …ドローン等による映像を撮影し、疏水学習を見て学ぶための教材動画を制作 

 

    (R4～)「FLAG100 イベント」による制作展示 

※２ ｢FLAG100 イベント｣ 

 東条川疏水ネットワーク博物館のアドバイザーである神戸芸術工科大学の谷口文保准

教授監修により、地域の親子が楽しみながら東条川疏水をイメージし、白地の小旗に、水

辺の生きものを思い思いに描いたイベント。 


